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序　文

脳性麻痺患者では四肢に痙縮を有することが多
い．下肢の痙縮は座位や歩行の障害となるので薬
物や手術による治療が行われているが，副作用や
合併症の恐れもあるためより低侵襲な治療が期待
されている．体外衝撃波は電磁誘導方式技術を用
いて発生するもので，さまざまな治療効果が報告
されている1）3）．本邦でも，腎臓結石や難治性足
底腱膜炎に臨床応用されている．痙縮に対しては
海外では臨床応用され緩和効果が報告されている
が5）7）8），国内での報告はない．本研究では，体外
衝撃波の下肢痙縮に対する治療効果を検証・報告
する．

対象・方法

脳性麻痺患者 11 例（男児 7 例，女児 4 例）を対
象とした．平均年齢 10 歳（4〜33 歳），麻痺タイ
プは片麻痺 5 例，両麻痺 5 例，四肢麻痺 1 例で
あった．粗大運動能力分類システム（GMFCS）は，

レベル I 1 例，レベルⅡ 4 例，レベルⅢ 3 例，レ
ベル IV 2 例，レベル V 1 例であった．

片側腓腹筋に対して体外衝撃波を週に 1 度，連
続 3 回照射した．下腿中央外側から内側にかけて
0.03 mmJ/mm2，1500 shot，4 Hz の条件で収束
型体外衝撃波疼痛治療装置（デュオリス SD1，
カールストルツ・エンドスコピー・ジャパン株式
会社）を照射した（図 1）．

評価は照射前および最終照射後，最終照射後 6
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要　旨　【目的】脳性麻痺患者の下肢痙縮に対する体外衝撃波治療効果を検証した．【方法】11 名の
脳性麻痺患者の片側腓腹筋に対して収束型体外衝撃波を 3 回照射し，照射後 6 か月間治療効果を評
価した．【結果】照射前の足関節背屈角度は平均−5.5°（−25～15°），Modified Ashworth Scale 

（MAS）は 1 が 1 例，1＋が 7 例，2 が 3 例であった．足関節背屈角度は照射直後から改善を認め，
照射後 1 か月平均 3.6°，照射後 3 か月平均 3.6°，照射後 6 か月平均 6.8°と持続する改善効果を認め
た．MAS は照射 3 か月，6 か月共に 5 例（45.5％）で改善，5 例（45.5％）で不変，1 例で悪化（9％）を
認めた．【結論】脳性麻痺患者の腓腹筋に体外衝撃波治療を行い，持続する痙縮改善効果を認めた．

図 1．体外衝撃波照射姿勢
腹臥位で下腿外側から内側にプローブを当てて行った．
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認めた．経過観察期間中も従来のリハビリテー
ションは継続しており，照射後 6 か月での効果持
続は，リハビリテーションとの併用効果の可能性
があると考えている．

本研究の limitation は，症例数が少なく，リハ
ビリテーションを併用しているため体外衝撃波単
独の痙縮改善効果および持続時間の検証が行えて
いないことである．また，照射方法や条件，回数
などの検討も今回は行っていない．今回は pre-
l iminary な研究であり，照射条件は 0.03 mmJ/
mm2，1500 shot と過去の文献の中で最も低エネ
ルギー条件で行っている．難治性足底腱膜炎に対
しては，本邦では 0.25 mmJ/mm2 の条件で照射
しており，照射エネルギーを増加して有効性を検
証する必要性があると考えている．今後症例数を
増やし，照射条件の設定や上下肢の多部位への照
射効果を検証する予定としている．

結　論

脳性麻痺患者の腓腹筋に体外衝撃波治療を行
い，多くの症例で持続する痙縮改善効果を認めた．

文献
	 1）	 Alviti F, D'Ercole C, Schill izzi G et al：

E l a s t o s o n o g r a p h i c  e v a l u a t i o n  a f t e r 
extracorporeal shockwave treatment in plantar 
fasciopathy. Medical ultrasonography 21(4)：
399-404, 2019.

か月まで 1 か月ごとに足関節背屈角度，Modified 
Ashworth Scale（MAS）2）を測定した．

結　果

照射前の足関節背屈角度は平均−5.5°（−25〜
15°），MAS は 1 が 1 例，1＋が 7 例，2 が 3 例で
あった．足関節背屈角度は照射直後から改善を認
め，照射後 1 か月平均 3.6°，照射後 3 か月平均
3.6°，照射後 6 か月平均 6.8°と照射後 6 か月で最
も改善が大きく持続する治療効果を認めた（図
2）．MAS に関しては照射 3 か月，6 か月共に 5
例（45.5％）で改善，5 例（45.5％）で不変，1 例で悪
化（9％）を認めた．

考　察
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本研究では，痙縮を有する下肢腓腹筋に 3 回照
射を行い，照射後 6 か月でも継続した治療効果を

図 2．足関節背屈角度
（a）足関節背屈角度の推移
（b）足関節背屈の改善角度の経時的変化
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